


























































































































　例文 （1）: ise ɗiwan-t-anno.  
　ise  は「彼女が」という主語です。












40 講演4◆日本語に特有と言われる現象はアフリカにもある ： シダーマ語（エチオピア）の場合







表します。今、主語が ise  でしたが、この ise  を省略し
て、ɗiwan-t-anno  だけでも同じ意味を表すことができ
ます。先ほどのアイヌ語に似ています。
　次に他動詞の文として、例文  （2）： i se  i só 









文 （3）: ise beetto-si-i=ti.です。ise 
は「彼女が」、beetto  は「子ども」、
-si  は「彼の」というような接尾辞

















































　例えば、義理の父親の名前が buna  という名
前だった場合、buna  はコ ヒー とーいう意味も持つ
のですけれども、この buna  という言葉を発するこ
とができません。そのため、「コーヒー」と言うには 
 č’ork ’e という形式を使います。同じ意味を表す
のですが、音が違うのです。「バター」の場合には 
buuro  の代わりに išeečča  を使います。
　もしも結婚している女性の名前が、bune  という名
前だった場合には、bune  と buna  が似ているので、
「あなたの名前は何ですか」と言われ
たら、bune と言えないのです。その場































れた場合でも、「今3時です」を t ’a honse saate 
表1　バリッシャ（Bališša）の例（義父の名前が buna の場合）
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　例文 （6）（音声） : 
ise ɗiwan-t-anno ɡara-a=ti.






表2　ɡara と =ɡede の比較（1）






































（9）： ise ordó ɗiwan-t-anno ɡara-a=ti.「彼女が
見かけにおいて（習慣的に）病気になる様子であ












ることができます。例文 （10）： lab-b-anno-’e=hu 
ise ɗiwan-t-anno=ɡede-e=ti.「私に思えるのが、
彼女が（未来のいつかに）病気になることであ
る」と言うことができます。先ほど=ɡede はt h a t
節のtha t のように使われると申し上げましたが、
この強調構文の主語の部分を省略したのが 
ise ɗiwan-t-anno=ɡede-e=ti.  ではないかと解釈
することもできるわけです。
　さらに、これまで扱ったきた人魚構文の起源では
ないかと思われるような文ですが、人魚構文と同じよ
うに、主語の人称、有生性、アスペクトなどに制限が
あります。
2.シダーマ語の人魚構文が存在するという
ことから分かること
　日本語などのアジアの言語の人魚構文から、
ひょっとしたら人魚構文は主題のマーカー、あるい
は外の関係の関係節がある言語に限られているの
ではないかという仮説を立てるかもしれませんが、い
や、シダーマ語はそうではないのです。もしかすると、
人魚構文を使う動機はシダーマ語と日本語では違
うのかもしれません。
　一方、人魚構文を持つ他の言語と類似した点も
あります。ɡaraと=ɡedeの構文については、どうやら
名詞の文法化が関わっているようです。そして、ある
言語に少数の人魚構文があった場合には、その人
魚構文が表す意味は話し手の出来事に対しての、
推測、推量であることが多いのですが、これもシダー
マ語の人魚構文に当てはまります。
　
◆まとめ
　ここでまとめます。ほかの言語には存在しない現
象をデ ターで示さない限り、「日本語は特殊である、
極端なタイプである」と言うことはできません。それか
ら、アジアにしかないといわれた人魚構文は、少数
ですけれども、シダーマ語にも存在します。ほかの多
くの言語を見てみない限り、日本語の類型的な特
徴を理解することはできないので、日本語の理解に
とってほかの言語の研究は重要です。どうもご清聴
ありがとうございました。
